
保険業界全体の業績停滞からの回復
は、従来からの「死亡保障中心の単
品販売」では困難であり、死亡保障
に加えて、老後、介護、医療等の分
野の新しい需要に応えていくしかな
い、そして、そのための実効性のあ
るニーズ喚起は、個々のニーズへの
散発的なアプローチではなく、トー
タルな生活設計を語ることでしかで
きない、という判断から、当社は
「生涯設計」という新たな戦略を
1997年に打ち出しました。
そして、「経営品質の向上」と共

に、「生涯設計の完成」を基本戦略
の両輪として進めていくことを決め
ました。なぜ両輪かと言うと、相互
が同じ指向性であるからです。お客
さま志向から生まれた「生涯設計」
を全社に徹底、実践させる改革プロ
セスは、まさに経営品質向上の取組
みと一致するものでした。

3.当社の取組
当社は、経営品質向上に向け様々

な取組みを推進してきましたが、中
でも今回の受賞ポイントとなった取
組みを、以下のとおりご紹介します。
●「生涯設計」の展開による一貫性
ある優れた経営構造の構築
●４つの基幹プロセス（商品・サー
ビス開発、販売・維持・深耕、ア
ンダーライティング、資産運用）
に独自性を発揮
●戦略を担う人材育成に向けた、積
極的かつ多彩な職員の能力開発
●管理者と現場職員が一体化した活
力ある組織風土の定着
●価値創造プロセスの展開を支え

発行社団法人日本品質管理学会
東京都杉並区高円寺南1- 2-1 ú日本科学技術連盟東高円寺ビル内
電話.03（5378）1506 FAX.03（5378）1507
ホームページ:www.jsqc.org/
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C O N T E N T S

第一生命は「生涯設計」という独
自の戦略に一貫して取組んできたこ
とが評価され、2001年度の『日本
経営品質賞』を金融・保険分野で初
めて受賞することができました。

『日本経営品質賞』は、日本企業
の競争力向上を目的として、お客さ
ま視点に立った企業革新を実現し、
卓越した業績を生み出す「経営の仕
組み」を持つ企業を表彰する制度で
す。同賞は、米国の競争力回復の要
因になった「マルコム・ボルドリッ
ジ国家品質賞（ＭＢ賞）」を範とし
て、(財)社会経済生産性本部が主体
となり1995年12月に創設されまし
た。これまでに82社が応募申請し、
11社が受賞しています。

1.『日本経営品質賞』に取組むこと
とした理由
『日本経営品質賞』の基本理念は、
同賞の基本的な価値、態度、信念や
行動規準を意味しており、｢顧客本
位｣｢独自能力｣｢社員重視｣｢社会との
調和｣の４つから構成されています。
この基本理念は、当社の「経営基

本方針（社会からの信頼確保、最大
のお客さま満足の創造、職員・会社
の活性化）」にまさしく合致するも
のであることから、当社は『日本経
営品質賞』の経営品質プログラムを
活用して「経営品質の向上」に向け
た取組みを開始することとしました。

2.｢経営品質の向上｣と｢生涯設計の
完成｣を２大戦略化
1992年から顕著になってきた生命

る､優れた情報マネジメントの運用
●コンプライアンスへの徹底した取
組みと社会貢献活動への先駆的な
取組み
●全組織におけるアセスメントの確
実かつ真摯な取組みによる経営改
革・体質改善の実現

4.今後の取組み
当社は、本年９月15日に創立100

周年を迎えます。
現在、社会･お客さまへの感謝と、

職員と共に祝うことをコンセプトと
して100周年記念事業を進めており
ますが、経営品質向上に取組むにあ
たって、創立100周年までの『日本
経営品質賞』受賞を目指すこと、そ
して受賞に相応しい｢お客さまから
選ばれ続ける会社｣になることを、
当面の目標としてきました。その意
味で、今回の『日本経営品質賞』受
賞は、100周年記念事業に“大きな
華を添える”ものとなりました。
但し、今回の受賞が取組みのゴー

ルを意味するもの、とは全く考えて
おりません。というよりも、むしろ
本当の取組みはこれから始まるもの
であると考えています。また、当社
は受賞企業として範たる会社でなく
てはならず、より一層経営品質向上
に向けた取組みが求められます。従
って、受賞はひとつの通過点であり、
我々全員が従来以上に襟を正し、
「お客さま志向」の取組みに邁進する
つもりです。これからは、「Quality
Journey」を合言葉に、第一生命の
更なる経営品質向上への旅をスター
トさせたいと考えています。

２００１年度『日本経営品質賞』を受賞して

第一生命保険相互会社品質向上委員会事務局課長　吹野浩久
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私は1964年に
入社以来3 8年
間、その大半を
品質管理の教育
と普及事業に携
わってきまし
た。
そのおかげ

で、日本のもの
づくりの現場

で、先人や先輩諸兄の汗と努力によ
って、戦後の荒廃の中から必死にな
って品質管理を取り入れてこられた
姿を目のあたりにしてきました。
メイドインジャパンは“いわゆる

安かろう悪かろう”のイメージであ
りましたが、今では全く逆で、高く
ても良い製品だという評価になりま
した。自動車、各種電気製品をはじ
め、工業製品 を扱う技術の分野では
日本は立派な管理システムを実現し
成功しています。品質管理の教育・
普及に携わってきたものとして少し

はお役に立ててきたのだとうれしく
思います。
ところが最近、食品業界の様々な

不祥事や原子力施設での放射能漏れ
の事件、衛星打ち上げの失敗などが
連続して起きています。
これらの実体を知りますと、現場

では品質管理の発想とは違った原因
の事件が起きているように思います。
“キチットした品質管理を実施してい
れば”と言う気がして残念でなりま
せん。
石川馨先生の「品質管理は教育に

始まり教育に終わる」という名言を
思い出します。｢ものづくり　人づく
り 継続的改善、企業は人なり｣をこ
の言葉で強調されたのだと思います。
改めて、今こそ品質管理教育の必要
性・重要性を再認識する時であると
思います。
昨今、企業の人の入れ替わりが激

しく、日本的な終身雇用にも大きな
変化があらわれている状況では、新

たな取り組みが必要になってきたの
ではないでしょうか。
スピードと変革、選択と集中とい

われる今日、お客様と品質という面
から教育（人材育成）のあり方を見
直し｢必要な時に必要な人材を必要に
応じて即効性を重視し、スピーディ
に教育する｣ことが大事な着眼点にな
ってきていると思います。
過日、某大学の先生と数人で夕食

をともにする機会があり、そこでの
話題は最近のTQMの各社の取り組
みやデミング賞の応募状況、各種品
質問題の不祥事についてでありまし
た。話がはずんだところで、先生か
ら、三田さん永年多くのデミング賞
の審査や企業を見てきた経験をもと
に「品質管理の面から見た 良くなる
会社 悪くなる会社」（仮称）とでも
題した本をまとめてはどうですか、
今、こういう本が必要な時ではない
ですか、と言われました。
地道な品質管理の基本的な取り組

み、改善の継続が人材の育成につな
がり、これが不祥事や失敗の防止に
つながるのではないでしょうか。
最近のマスコミなどで報じられて

いる、品質に関する不祥事に接する
につけて、改めて品質管理と人材育
成の必要性、重要性を痛感している
今日この頃です。

品質管理教育（人材育成）に思う
財団法人　日本科学技術連盟　理事　事務局長　三田　征史

● 私 の 提 言 ●

第82回（中部支部38回）講演会が、４月19日（金）

に豊田工機㈱厚生年金基金会館｢ういず｣にて開催され

た。｢経営品質の変革をめざして｣というテーマで下記

の講演が行われ、91名の参加者が熱心に聴講し、活

発な質疑応答がなされた。

【講演１】「苦情という名の贈り物」

㈱イノベーションアソシエイツエグゼクティブパートナー井口不二男氏

企業が現代を勝ち抜くためには、お客様の立場にた

った品質を向上させること、つまりＣＳを高める活動

が重要であることを判りやすく説明された。そのうえ

で、上手く苦情対応することで、お客様の期待や新た

なニーズを学習することができることや、苦情対応を

誤り｢悪魔のサイクル｣に陥らないための提言、リーダ

ーが気を付けるべきことなどを述べられた。参加者か

らは、なんとなく判っているつもりでいたＣＳについ

て、｢なるほど｣と改めて考えさせられることが多く、

自職場の仕組みの有効性を再検討する必要を感じたと

の声が多くあがった。

【講演２】｢発展過程を考慮したＴＱＭの評価･診断法｣

中央大学教授理工学部経営システム工学科

中條武志氏

デミング賞、日本経営品質賞、ISO9000など現存す

るTQMの評価・診断法は、｢発展過程を考慮しない一

律な基準｣という弱点を持っているとの考えのもと、

新たな評価・診断法を構築した過程とその結果を判り

やすく説明された。参加者からは、TQMの状態の定

量化に用いる｢Maturity Grid｣（16項目×４つの視点そ

れぞれに５段階のレベルを詳細に設定した評価基準）

は、状態を定量化する方法として参考になるといった

声や、組織のレベルによって、その後に重点をおくべ

き課題が変化することは興味深く、自職場の診断をし

てみたいといった声が聞かれた。

朝岡稔博（愛知製鋼）

第82回中部�
講演会ルポ�
� 経営品質の変革をめざして
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さる３月５日(火)に第276回事業所見学会（中部支

部第65回）が、愛知県豊田市のキューピーñ挙母工場

にて開催された。テーマは「キューピーにおける食品

の安全確保と品質管理への取り組み」で、38名の方々

にご参加いただいた。

キューピーñは大正8年に創業され、大正14年に日

本で初めてマヨネーズの製造・販売をスタートして以

来、ドレッシング・パスタソース・アヲハタのジャム

等を「Food, for ages 0-100」に込め、「おいしさ」「健

康」「安心」をモットーに、お客さまに永年ご愛用戴

ける商品を提供し続けている。

また、「道義を重んずる事、創意工夫に努める事、

親を大切にする事」を社訓に、「第1に考えなければい

けないことは、利益の追求よりも先ず道義を重んずる

事をキューピーのＤＮＡとして大切にしている」との

お話があった。

プレゼンテーションでは、「当たり前の事を当たり

前に意識して実行する」「損得ではなく、何が正しい

かが判断の基準である」ことを品質管理の考え方の重

点におき、従業員1人ひとりが理解して実行出来るよ

う、人材育成するかについて説明を受けた。

工場見学では、２班に分かれてマヨネーズの毎分

600卵の高速運転割卵工程やドレッシングの製造工程

を見学した。

参加者からは「食品会社の品質管理がよくわかった。

品質に関する考え方が素晴らしい。異業種のモノづく

り、品質管理の熱意を感じることが出来参考になっ

た。」といったようなコメントを頂き、有意義な見学

会であった。これらはひとえにキューピー（株）の真

摯な対応と、日頃からの品質管理に対する造詣の深さ

と実践によるものと考える。

山下恭幸（ヤマハ発動機）

第276回中部�
事業所見学会
ルポ� キューピー株式会社

挙母工場

2002年４月18日（木）第281回事業所見学会は、情

報セキュリティ管理の国際的な規格「BS7799」の認

証取得を国内で初めて取得した、ñNTTデータ　セキ

ュリティ事業部にて37名の方々が参加して開催されま

した。

現在、経済産業省が主導となり評価制度、JIS化が

検討されるなど、各企業においても大変注目されてい

るテーマのため、37名以外にも多数の参加申込みがあ

りましたが、会場の都合上やむ得ず締め切らせていた

だきました。参加申込みをされた、会員各位にはこの

場をお借りして、お詫び申し上げます。

今回の事業所見学会は、ñNTTデータ　セキュリテ

ィ事業部が「BS7799」の認証取得事業所であること

から、実際に事業所（事務室）内を見学することは難

しく、認証取得までの経緯、メリット等、説明中心の

内容にて実施しました。まず、小熊課長代理から、組

織のミッション、基本戦略等を含めた組織概要を説明

していただき、業務内容について理解を深めた後、土

屋課長より「BS7799取得について」Aなぜセキュリ

ティ管理が必要か、BBS7799について、CＮＴＴデ

ータでの取り組み、Dセキュリティのあるべき姿、と

いうテーマに沿って認証取得した企業の立場から説明

していただきました。

特に社員の意識改革や教育プログラム、取得までの

稼働量及び審査模様等についての苦労話、また入退出

管理等の理解し易い事例をもとにセキュリティのある

べき姿について提案も含め説明していただいたこと

は、今後認証取得を考えている企業の参加者にとって

大変参考になったことと思います。

今回、コンサルタントや研修機関開催の説明会で

はなく、実際に取得された企業の生の声を聞くこと

ができたことが、参加者にとって大変有意義な見学

会となりました。最後に今回の事業所見学会を快く

お引き受けいただいたñNTTデータ　セキュリティ

事業部の関係者の方々に参加者を代表してお礼申し

上げます。

関川　宏（NTT-MEコンサルティング）

第281回本部�
事業所見学会
ルポ� ñNTTデータ

ITセキュリティ推進センター
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新規研究会会員募集“ 3PS研究会”

第331回理事会（４月23日）で、新規研究会の設置が

決まりましたので会員を募集します。

３PS研究会では、真のCSを実現するために必須と

考えられるプロジェクトの満足、プロフェッショナ

ルの満足、パートナーの満足を研究する予定です。

全くの未知の分野ではありますが、発起メンバーは

真のCSには欠くことのできない研究と考えています。

これからスタートする分野なので参加者の皆様と一

緒に考えていきたいと思っています。CSに関心のある

会員、新たな分野への研究に興味のある会員の積極的

な参加をお待ちしています。

主　　　査：大 藤　 正（玉川大学）

開　催　日：第１回研究会 平成14年６月25日∏

申込み方法：本部事務局宛に会員番号・氏名・

所属・連絡先を明記のうえFAXまた

はE-mail（office@jsqc.org）にてお申

し込みください。

定　　　員：20名

研
究
会
活
動
状
況
一
覧



近藤良夫氏がAQS
「特別功績メダル」受賞！

JSQC ニューズ

本学会名誉会員である近藤 良夫氏
（京都大学名誉教授）は、米国コロ
ラド州デンバーで開かれたASQ年次
総会（5月20～22日）において特別
功績メダル（DSM：Distinguished
Service Medal）を受賞されました。
その受賞理由は「ヒューマン・モ
チベーションとCWQCに関する国
際的な思想のリーダーとしての世
界品質管理界における諸活動およ
び広範囲の学術的貢献による特別
の功績」によるもので日本人とし
ては赤尾 洋二氏に次いでの受賞と
なります。
近藤先生おめでとうございました。

笹岡健三氏が
Ishikawa Medalを受賞
笹岡健三氏（第21
年度会長・名誉会
員）は、ASQ年次総
会（デンバー）におい
てIshikawa Medal
を受賞されました。
受賞理由は「横河
ヒューレットパッカードñにおいて全社的
品質管理活動を主導し、全社員の品質
活動展開に卓越したリーダーシップを発
揮され，世界のＨＰグループの品質文化
に大きな貢献があった」。I s h i k aw a
Medalは、故石川馨博士の功績をたたえ
1993年にASQが創設した賞で品質管理
活動を通じて特に人間的側面の向上に
貢献した人に与えられます。日本人として
は米山 高範氏に次いでの受賞となりま
す。おめでとうございました。

新規研究会を受付けます
研究開発委員会では、本年度に設
置する新規公募研究会の申請を受
け付けます。奮って申請してくだ
さい。とくに若手会員を主査とす
る研究会を歓迎いたします。

研究期間：2002年10月～2003年９
月（１年間）

申請方法：「新規研究会設置申請書」
を事務局へご請求ください。
申請書にご記入の上、郵
送で本部事務局宛にお送
りください。

申込締切：2002年７月25日（木）必着

研究会の申請と運営

・研究会の申請にあたり、申請者は
共同研究者（学界・産業界）を8
～10人位事前に働きかけて集め、
申請書に記入する。理事会承認後
JSQCニューズ・ホームページで
メンバーを公募する。
・研究目的と年間の研究活動計画を
作成する。
・１研究会のメンバーは20人まで。
・会場は原則として日本科学技術連
盟東高円寺ビル会議室。
・時間は18時～20時。ただし会場の
都合がつけば午後でも可。食事支
給。
研究会運営費は一人1回当り1150円
（内訳：通信費・資料代・食事代）
ただし年間開催数は11回を限度とす
る。

○PARITUD, BHANDHUBANYONG
（THE NATIONAL METAL&MATERIALS）
○小宮　紀旦（テレコムエンジニアリン
グセンター）○相原　米和（日立電子エ
ンジニアリング）○松原　義継（佐賀大
学）○木下　真希（デンソー）○樋口
正明（ロイドレジスタークオリティアシ
ュランスリミテイド）○コングスバー
グ・フレミング（シスコシステムズ）○
永田　光（クリーン浜松）○上田　勲
（E&Cエンジニアリング）○伊藤　義彦
（東京ガス）○金子　誠一（ジャパンス
ーパークォーツ）○田中　友規（海上保
安庁）○浅賀　栄蔵・冨山　和（日本規
格協会）○尾上　貢示（旭産業）○内山
絵里子（日本電子計算）○宮越　直樹
（三菱重工業）○島　健治（花王）○嶋
村　幸仁（東京情報大学）○杉　文雄
（愛三工業）○蟹江　正康（豊田自動織
機）○田井　弘充（ヤマハ発動機）○奥
村　滋雄（三信工業）○秋本　芳則・金
枝　宏樹・山口　健二（ú化学及血清療

２００２年３月資格審査、４月理事会におい
て、下記の通り正会員４４名準会員１７名賛
助会員６社９口の入会が承認されました。

（正会員44名） ○小板橋　洸夫（コニカ）
○杉田　充孝（ＮＥＣライティング）○
中村　裕行（スミス・アンド・ネフュ）
○河越　丈雄（河越コンサルティング）
○中村　仁（サンデン）○森本　正志・
河口　幸弘（富士ゼロックス情報システ
ム）○大島　道夫（情報技術開発）○坂
井　大介（美濃加茂農業協同組合）○山
形　忠光（横河電機）○橋本　大（ＮＥ
Ｃ情報システムズ）○中澤　純一（防衛
庁）○中野　隆司・野口　国雄（東芝）
○ 橋　久雄(トーハン)○KENGKART,
NGAMKAJORNVIAVAT,（YANMAR）
○細田　俊介（横河システムエンジニア
リング）○野中　周一（K D D I )

2002年3月・4月の
入会者紹介

法研究所）

（準会員17名） ○荒木　健太郎・橋本
大輔・大久保　輝史（明治大学）○千葉
正博・有田　昇・長谷川　友治・三浦
正之・土佐　直樹・卜部　敬吾・熊坂
朋右・鈴木　秀芳（東京理科大学）○小
西　健一郎（早稲田大学）○横倉　利哉
（武蔵工業大学）○飯島　拓徳・範　東方
（中央大学）○竹内　秀明・下中　大輔
（電気通信大学）

（賛助会員6社9口） ○イーピーエス（厳
浩）○新日本製鐵 名古屋製鉄所（山田
正人）○キュー・エム・アイ（池部 信夫）
○日本化薬（中村 輝夫）○三島食品（三
島　豊）○練馬総合病院（飯田　修平）

正会員：3102名　
準会員：92名
賛助会員：193社220口　
公共会員：21口

5

募集人員：教授、助教授、専任講師
いずれか１名

専門分野：経営工学
応募資格：インダストリアル・エンジニアリング

関連科目・情報処理関連科目
応募資格：1. 工学博士の学位を有すること

2. 40才前後までの方
3. 環境問題に関心を持っている方

着任時期：2003年4月1日
応募締切：2002年7月10日
問い合せ：青山学院大学理工学部

経営システム工学科
学科主任教授　黒 田　充
TEL 03-5384-3793
FAX 03-5384-6516

E-mail ：kuroda@ise.aoyama.ac.jp

青山学院大学公募案内
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はじめに

当社は1992年にISO9001認証を初

めて取得し、昨年には2000年版によ

る3回目の認証更新を達成した。

ISO9001認証取得の経緯は、欧州

でビジネスを行う上でのパスポート取

得であり、当初は一種のステータスで

もあった。しかし、今や認証登録は

国内で3万件に近づき、世界では40

万件を越したとのことである。一方、

この10年間における当社のISO9001

認証維持活動は、ISO9001規格の

1987年版／1994年版／2000年版へ

の変遷と共に、単に受動的な立場で

適合してきた感は否めない。当社で

は、今回の2000年版認証更新達成

を機に、経営品質の視点を導入した

能動的な自己変革を目指

そうとしている。

成熟度判定基準の

導入の目的

経営品質の視点に基づ

く成熟度判定基準の導入

の目的は、健全で利益あ

る経営の実現を目指し、

品質マネジメントシステムの

成熟度を継続的に改善す

ることにある。今回導入を

目指す成熟度判定基準と

は、用語はISO9004から

引用し、骨子はJQA（日

本経営品質賞）審査基準を参考にし

ている。ISO9004とは、2000年版

ISO9000ファミリー規格として発行され

た"品質マネジメントシステム－パフォー

マンス改善の指針"である。

ISO9004を用語の引用に留める

主な理由は、次による。

AISO9001は2000年版になって大き

な変貌を遂げたが、1987年版を元祖

とする適合／不適合志向は健在で、

ISO9004は性格が異なるもののファミ

リー規格として同種の遺伝子を有し

ている。BISO9000ファミリー規格は、

これまで同様に経営層や上級マネー

ジャ層にとって馴染み難く、品質保証

部署が主導する従来型の品質保証

活動の規格とのイメージが払拭されて

いない。

JQA審査基準を骨子の参考とする主

な理由は、次による。

A当社では昨年度に初めて、全事業

部と本社機構を対象に2000年版JQA

審査基準による自己診断を実施した。

その際、各組織の品質保証部署のキ

ーマンも15名が修得者として、自組織

の強みと弱みを自己診断し成果を出

した。BJQA審査基準はISO9000フ

ァミリー規格とは異質の遺伝子を有し、

両者の融合が変革の切札となり得ると

の結論に達した。CJQA審査基準は、

経営層や上級マネージャ層にとって馴

染み易く関心度も高い。

成熟度判定基準の導入の計画

成熟度判定基準は、全社プロジェ

クトにて本年9月に完成、来年3月ま

でに全社でトライアル導入する計画で

ある。既に2000年版を基にJQA審査

基準のフレームワーク毎の方法／展

開と着眼点をISO9001要求事項に完

全照合させる作業が完了し、現在は

内部監査とマネジメントレビューへの

導入方法の検討段階に入った。導

入実現の暁には、その詳細を紹介さ

せて頂く機会を賜れば光栄です。

ISO9001:2000に適合する品質マネジメント
システムへの経営品質の視点に基づく
成熟度判定基準の導入

横河電機ñ 法務品証部　品質保証室長　野中　富夫

JQA審査基準フレームワークとISO9001要求事項の照合例

JQA審査基準フレームワーク「経営ビジョンとリーダーシップ」の場合

JQA審査基準� ISO9001要求事項�
リーダーシップ発揮の仕組み�

経営ビジョンの明確化�

経営ビジョンの実現、組織、マネジメント体制、業務運営の方法�

経営幹部の役割、経営ビジョンの浸透方法�

経営ビジョンのレビュー�

リーダーシップ発揮の仕組みを評価するための情報・データ�

同上の課題とその改善計画�

改善計画の実行方法�

社会的責任と企業倫理に関する仕組み�

社会から期待される要件の把握・確認方法�

方針決定と活動推進体制�

達成目標と評価尺度・指標�

仕組みを評価するための情報・データ�

同上の課題とその改善計画�

改善計画の実行方法�

�

�

�

1.1
�

�

�

�

�

�

�

�

1.2

経営者のコミットメント
�

�

顧客重視
�

�

品質方針
�

�

品質目標�

QMSの計画�

責任および権限�

管理責任者�

内部コミュニケーション�

マネジメント・レビュー�

へのインプット�

マネジメント・レビュー�

からのアウトプット�

5.1
�

�

5.2
�

�

5.3
�

�

5.4.1�

5.4.2�

5.5.1�

5.5.2�

5.5.3�

5.6.1
�

�

5.6.2
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会　場：日本科学技術連盟
東高円寺ビル 5階ラウンジ

会　費：会　員3000円 非会員4000円
準会員･学生一般2000円
（含軽食）

定　員：30名
詳細はホームページをご覧ください
URL/www.jsqc.org/ja/oshirase/gyouji.html

●第83回（中部支部第39回）講演会
テーマ：浪花･イタリアに探る21世紀の

ものづくり戦略
日　時：2002年7月31日（水）

13:00～16:40
会　場：名古屋国際会議場
講演１：ATACが進める中堅･中小企

業支援（仮）
荒川 守正氏（ATAC会長ナ
ード研究所会長）

講演２：イタリアの中小企業－独創と
多様性のネットワーク（仮）
小川 秀樹氏（経済産業省中
小企業庁課長）

講演３：日本ものづくり･人づくり（仮）
橋 朗氏（ñデンソー 取

締役会長）
定　員：150名（会員優先）
申込締切：7月24日（水）到着分
申込方法：同封の開催案内をご参照ください

●第70回研究発表会（中部第20回）
3学会共催
テーマ：変革の世紀に求められる経営

に生かす手法研究と実践
日　時：2002年8月26日（月）

10:50～16:45
会　場：名古屋工業大学
講　演：ナレッジマネージメントの現

状と設備管理への応用

講演者：田村泰彦氏（東京大学）
定　員：120名（会員優先）
参加費：会　員4000円 準会員2000円

非会員6500円 学生一般3000円
懇親会：4000円
申込方法：会員No．・氏名・勤務先・所

属・TEL・連絡先・住所を明
記の上、中部支部事務局まで
お申込みください。

申込締切：8月16日（金）到着分

●第88回シンポジウム（本部）
テーマ：品質危機－人間行動に起因す

る未然防止のための方法論の
体系化を目指して

日　時：2002年8月29日（木）
10:00～17:00

会　場：中央大学理工学部
5号館5534号室

プログラム：
基調講演
人間行動に起因する事故の未然防止

飯塚悦功氏（東京大学）
研究報告
∏フールプルーフ化の組織的推進と
作業環境

中條武志氏（中央大学）
πトラブル情報の収集と組織要因の
解析

田中健次氏（電気通信大学）
∫トラブル予測に基づく未然防止

鈴木和幸氏（電気通信大学）
ª未然防止から見た人間の特性

伊藤　誠氏（筑波大学）
総合質疑・全体討論

参加費：会　員5000円（締切後5500円）
準会員2500円　
非会員7000円（締切後7500円）
学生（一般）3500円

申込方法：同封の開催案内をご参照ください

●第10回ヤング･サマー･セミナー
（本部）
日　時：2002年8月30日（金）～8月31

日（土）
会　場：横河パイオニックス㈱

日の出町研修センター
参加資格：準･正会員

（原則として満35歳以下）
参加費：無料（交通費自弁）
定　員：30名
同封案内をご参照ください。

●第89回シンポジウム（本部）予告
テーマ：ISOマネジメントシステム

規格の動向と課題
日　時：2002年9月19日（木）
会　場：早稲田大学理工学部

57号館201教室
内　容：基調講演

発表3件
パネル討論会

行 事 申 込 先
本 部：166-0003 杉並区高円寺南1-2-1

ú日本科学技術連盟内
õ日本品質管理学会
TEL:03-5378-1506
FAX:03-5378-1507
E-mail:apply@jsqc.org

中部支部：460-0008 名古屋市中区栄2-6-1
ú日本規格協会中部支部

õ日本品質管理学会中部支部
TEL 052-221-8318
FAX 052-203-4806
E-mail:nagoya51@jsa.or.jp

日科技連では、標記調査を中国に派遣
いたします。
（Aコース）2002年９月４日π～19日∫

16日間
（Bコース）2002年９月４日π～15日∂

12日間
（Cコース）2002年９月８日∂～15日∂

８日間
［目的］
中国は今や「世界の工場」としてま
た「魅力的大市場」として発展の一
途をたどり2010年には世界第２位の
経済大国に登りつめようとしていま
す。今回の調査団では工場の現場を

日科技連・訪中品質管理調査団
狩野紀昭会長を団長に９月に派遣

訪問し、その製品管理体制の実状を
把握すると共に、中国の経営者がど
のような戦略を持って競争力を強化
しているのか、その経営活動の真の
姿を探ります。

［団の構成］
団　長：狩野紀昭氏　東京理科大学教

授　日本品質管理学会会長
団　員：企業の経営者、上級管理者、

大学関係者
その他：事務局、旅行添乗員、通訳

詳細は日科技連・事業部総括業務課・
国際室にお問い合わせください。
TEL:03（5378）9812  FAX:03（5378）1220
E-mail: juse@juse.or.jp

デミング賞委員会では、現在標記文献の受付を行っております。

詳細につきましては、デミング賞委員会事務局までお問い合わせく

ださい。2002年度応募・推薦の〆切は７月31日πです。

２００２年度日経品質管理文献賞 応募・推薦文献募集のお知らせ デミング賞委員会事務局：

ú日本科学技術連盟クオリティマネジメント課内

ＴＥＬ：０３-５３７８-１２１２ ＦＡＸ：０３-５３７８-９８４２

Ｅ-ｍａｉｌ：ｓ-ｙａｇｕｃｈｉ@ｊｕｓｅ.ｏｒ.ｊｐ

役員・代議員選挙告示

õ日本品質管理学会第３２年度～

第３３年度（２００２～２００４年）の役員

ならびに代議員の選挙を次の日程で

行います。

投票用紙発送：７月２２日∑～２６日ª

投票締切日：８月２６日∑当日消印有効

開　票　日：９月３日∏

お知らせ
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行 事 案 内
●特別講演会（本部）
テーマ：知識資産の活用とナレッジワーカー
日　時：2002年6月20日（木）

13:00～17:00
会　場：日本科学技術連盟

東高円寺ビル2階講堂
プログラム：
基調講演
TQMにおける知識資産の活用
大藤　正氏（玉川大学助教授）

特別講演
知識資産活用とナレッジワーカー
の育成
山崎秀夫氏（㈱野村総合研究所）

事例紹介A

知恵市場｢メンター・ネット・ワーク｣
橋本　聡氏（ñコンサルティン
グ・ファーム）

事例紹介B

Electronic Laboratory Notebook
活用とナレッジワーカーの育成
原木　晋氏（三菱化学ñ）

募集人数：100名
参加費：会　員4000円　準会員2000円

非会員5000円学生一般2500円
申込方法：同封の開催案内をご参照ください
ホームページから申し込みできます

●JSQC標準委員会主催
特別シンポジウム（本部）
テーマ：「ISO9000シリーズ審査研究会報告｣

－効果的な審査方法のガイドライン－
日　時：2002年6月21日（金）

10:00～16:50
会　場：早稲田大学大隈小講堂
プログラム：
基調講演
審査登録制度の活用について（仮）

井口新一氏
（ú日本適合性認定協会）

発表（1）研究会の活動概要
福丸 典芳氏（福丸マネジメン
トテクノ）

発表（2）審査員の専門性
寺部 哲央氏（ú日本ガス機器
検査協会）

発表（3）審査員の品質管理に関する知識
中條武志氏（中央大学）

発表（4）審査技術（プロセス評価）
千葉 徹也氏（ú防衛調達基盤
整備協会）

発表（5）品質マネジメントシステムの有効性
平林良人氏（㈱テクノファ）

発表（6）審査員の評価
古山富也氏（ú日本規格協会）

パネル討論
まとめ

参加費：会　員5000円（締切後5500円）
非会員7000円（締切後7500円）
準会員2500円 学生一般3500円

申込方法：同封の開催案内をご参照ください
ホームページから申し込みできます

●第86回シンポジウム（中部）
テーマ：品質マネジメントシステム

の成功に学ぶ
－ベストプラクティスと
TQMの役割－

日　時：2002年6月28日（金）
10:00～16:45

会　場：刈谷市産業技術振興センター
７階小ホール

プログラム：
基調講演　
ベストプラクティス企業の成功に学ぶ
長田洋氏（山梨大学）

事例講演
∏三重工場におけるシックスシグマ活動
田中義則氏（ñ東芝）

πアームス（EAMS）活動の事業所展開
－自社システムによる全員参加の
改善活動－
横井金雄氏（リコーエレメックス㈱）

∫産学交流地元産業の活性化と
大学研究水準の向上活動
犬塚信博氏　江川孝志氏
（名古屋工業大学）

参加費：会　員5000円 準会員2500円　
非会員7500円 学生一般3500円

申込方法：同封の開催案内をご参照ください

●第285回事業所見学会（本部）

テーマ：独自の環境会計指標で取組む
企業の環境マネジメント

日　時：2002年7月19日（金）
13:30～16:20

見学先：宝酒造㈱松戸工場
定　員：30名
参加費：会　員2500円 非会員3500円

準会員1500円 学生一般2000円
申込方法：会員種類・氏名・勤務先・連

絡先住所・TEL･FAXをご記入
の上、本部事務局宛にFAXま
たはE-mai lにてお申し込みく
ださい。

詳細はホームページをご覧下さい。

●第87回シンポジウム（本部）
テーマ：日本のものづくり戦略

－対中国戦略と空洞化への対応－
日　時：2002年7月26日（金）

9:40～16:50
会　場：日本科学技術連盟

東高円寺ビル地下1階講堂
プログラム：
基調講演
関　満博氏（一橋大学）
特別講演
松下信也氏（本田技研工業㈱）
事例発表
∏川崎秀雄氏（ソニーＥＭＣＳñ）
π筧　新太郎氏（加賀電子ñ）
∫山田　昭氏（ＪＵＫＩñ）
パネル討論
参加費：会　員5000円（締切後5500円）

準会員2500円　
非会員7000円（締切後7500円）
学生（一般）3500円

申込方法：同封の開催案内をご参照ください
ホームページから申し込みできます

●第30回クオリティパブ（本部）
テーマ：狩野会長が語る｢Kano Model

の現状と将来展望｣
ゲスト：狩野紀昭氏

（日本品質管理学会会長）
日　時：2002年７月26日（金）

18:00～20:30

Call for Papers 論文募集＆参加のお勧め

The 16th Asia Quality Symposium
第16回アジア品質シンポジウム

－ Sustainable Growth - Asian Quality in the 21st Century －
－持続可能な成長－21世紀のアジアの品質－
November 15-16, 2002 JUSE, Tokyo, Japan

第16回AQSへの積極的な発表を強くお勧めします。
発表をご希望の方は、演題、著者名、所属、要旨（A4：図表を含み3 - 4
ページ）、連絡先（氏名、住所、電話、Fax、Email）を16AQSプログラム
委員会（Submit16AQS@jsqc.org）宛にEmailで2002年6月15日までにお
送り下さい。

アジア品質シンポジウム（AQS）は、品質によるアジアの健全な発展のため

の知識と経験の交流の場として、1986年以来韓国、台湾、日本において開
催されてきた品質会議です。2001年のAQS運営委員会において、東京で
開催の第16回AQSには、韓・台・日の三国を含むアジア各国の品質の専
門家に広く参加を呼びかけることを決定しました。AQSは、投稿論文、招
待論文、特別講演、SIG、企業訪問、チュートリアル、情報交換、意見交換
など、魅力的で興味深い内容が満載です。品質の専門家、研究者、実務
家、学生の皆さん、第16回AQSへの積極的なご参加をお勧めします。

日時／会場
日程：2002年11月15日（金）～16日（土）
会場：日本科学技術連盟　〒166-0003 東京都杉並区高円寺南1-2-1
E-mail：Inquiry16AQS@jsqc.org Fax：+81-3-5378-1507
詳細
URL http://www.jsqc.org/ja/oshirase/gyouji.html#020517-1参加のお勧め

論文募集
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